24　次の文章は、獄中で死に瀕 (ひん)している左 (さ)光 (こう)鬥 (とう)と、彼を救いに来た弟子の史 (し)可 (か)法 (ほう)との間で交わされたやり取りを描いたものである。これを読んで、問１～４に答えよ。なお、設問の都合で返り点や送り仮名、振り仮名を省略した部分がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　〈神戸大〉二〇二二年度出題

[bookmark: OLE_LINK3][bookmark: OLE_LINK4]　聞㆘ (　ケバ) 左　公 (　ノ)　被㆓ ( らレ) 炮 (はう)　烙㆒ (らくセ)、旦　夕　①且  死㆖、持 (　シ)㆓ 五　十　金 (　ヲ)㆒、涕　泣 (　シテ) 謀㆓ (　ルニ) 於　禁　卒 (　ニ)㆒、⒜卒  感  焉 (これ)。一　日　使㆘ ( しメ) 史 (　ヲシテ) 更㆓ ( かヘ) 敞 (しやう)　衣 (　ニ)㆒、草　履 (　ニテ) 背 (　ニ)㆑ 筐、 (きやうヲ)手㆗ (　ニセ) 長　鑱㆖ (さんヲ)、為 (　ス)㆓ 除　不　潔　者 (　ト)㆒。引 (　キ)　入、 (　レテ)微 (かすカニ) 指㆓ ( さセバ) 左　公 (　ノ)　処 (　ヲ)㆒、則 (　チ)　席 ( よリ)㆑ 地 (　ニ)　倚㆑ (　リテ) 牆 (　ニ)　而　坐 (　シ)、面　額　焦　爛 (　シテ) 不㆑ 可㆑ (　カラ) 弁 (　ズ)。左 (　ノ)　膝　以　下、筋　骨　尽 (　ク)　脱 (　セリ) 矣。史 (　ハ)　前 (すすミ) 跪 (ひざまづキ) 抱㆓ (　キテ) 公 (　ノ)　膝 (　ヲ)㆒ 而　嗚　咽 (　ス)。公　弁㆓ (　ズルモ) 其 (　ノ)　声 (　ヲ)㆒ 而　目 (　ハ)　不㆑ 可㆑ (　カラ) 開 (　ク)、乃 (　チ)　奮㆑ (　ヒテ) 臂 (　ヲ)　以 (　テ)㆑ 指 (　ヲ)　撥㆑ (ひらクニ) 眥、 (まなじりヲ) 目 (　ノ)　光 (　ハ)　如 (　ク)㆑ 炬、 (かがりびノ) 怒 (　リテ)　曰、 (　ハク)「庸　奴、⒝此  何  地  也、而 (しかルニ) 汝　来 (きたリ) 前。 (　メリ)国　家　之　事、糜 (び)　爛 (らん)　至 (　ル)㆑ 此 (　ニ)。老　父　②已  矣、汝 (　モ)　復 (　タ)　軽㆑ (　ンジテ) 身 (　ヲ)　而　昧㆓ (くらク) 大　義 (　ニ)㆒、⒞天  下 (　ノ)  事、誰 (　カ)  可 (　キ)㆓ 支  拄 (　ス)㆒ 者 (　アランヤ)。不㆓ (　レバ) 速 (　カニ)  去 (　ラ)㆒、無 (　ク)㆑ 俟㆓ ( まツ) 姦　人 (　ノ)　搆󠄁　陥㆒、 (　スルヲ)吾 (　レ)　今　即 (　チ)　撲㆓ (㆐) 殺 (　セント) 汝 (　ヲ)㆒。」因 (　リテ) 摸㆓ (さぐリテ) 地　上 (　ノ)　刑　械 (　ヲ)㆒、作 (　ス)㆓ 投　撃 (　ノ)　勢 (　ヲ)㆒。史　噤 (つぐミテ) 不㆓ 敢 (　ヘテ) 発 (　セ)一㆑ 声 (　ヲ)、趨 (はしリテ) 而　出 (　ヅ)。後　常 (　ニ)　流　涕 (　シテ) 述 (　ベ)㆓ 其 (　ノ)　事 (　ヲ)㆒ 以 (　テ)　語㆑ (　リテ) 人 (　ニ)　曰、 (　ハク)「⒟吾 (　ガ)  師 (　ノ)  肺  肝 (　ハ)、皆 (　ナ)  鉄  石 (　ノ)  所㆓ 鋳  造㆒ (　スル) 也 (　ト)。」
（方 (ほう)苞 (ほう)『望 (ぼう)渓 (けい)集 (しゅう)』より）


[bookmark: _Hlk104884838]〔注〕　○左公――左光鬥（一五七五～一六二五）。明朝末期の腐敗した政情を批判し、逮捕され、獄死した。
　　　　○炮烙――火を用いた拷問。
　　　　○旦夕――すぐにでも。
　　　　○禁卒――ろうやの番人。
　　　　○史――史可法（一六〇一～一六四五）。左光鬥の忠義の精神に感化を受け、明朝滅亡後、その再興を図るも果たさず、清軍に殺された。
　　　　○敞衣――だぶだぶの粗末な衣服。
　　　　○筐――竹製のかご。
　　　　○長鑱――土を掘る道具。
　　　　○除不潔者――清掃人夫のこと。
　　　　○庸奴――愚か者。史可法を𠮟ったのである。
　　　　○糜爛――腐敗の極みに達する。
　　　　○支拄――土台を支えること。
　　　　○搆󠄁陥――人を無実の罪に陥れる。
　　　　○刑械――刑罰の道具。


問１　傍線部①「且死」、②「已矣」をすべて平仮名で書き下せ。（現代仮名遣いでよい。）

問２　傍線部⒜「卒感焉」、⒝「此何地也」を、それぞれ「焉」と「此」が指すものを明らかにして、平易な現代語に訳せ。

◎問３　傍線部⒞「天下事、誰可支拄者」とあるが、なぜそう言えるのか。左光鬥の発言をふまえながら五〇字以内で説明せよ。

問４　傍線部⒟「吾師肺肝、皆鉄石所鋳造也」とは、どういうことか。本文に即して五〇字以内で説明せよ。


【解答と採点基準】
問１　①＝まさにしせんとするを
　　　②＝やんぬるかな
問２　⒜＝Ａろうやの番人は、Ｂ史可法が師を思う心とＣ金品にＤ心を動かされた
Ａ＝２
Ｂ＝３〔「史可法」は「弟子」なども可。「師」は「左公」なども可。〕
Ｃ＝２〔「五十金」なども可。〕
Ｄ＝３〔「心が動いた」「感心した」など同意可。〕
　　　⒝＝ＡこのろうやがＢどんな場所か、Ｃわかっているのか
　　　［別解］ＡこのろうやをＢどのような場所だとＣ思っているのか
Ａ＝３〔「ここが」など、「此」の内容が曖昧なものは０。〕
Ｂ＝５〔「どういう場」「どのような所」など同意可。〕
Ｃ＝２〔史可法をたしなめる内容が含まれていなければ０。〕
問３　Ａ左光鬥自身は囚 (とら)われており、加えてＢ弟子の史可法までもが捕まれば、Ｃ腐敗した国家を正す者がいなくなるから。（50字）
Ａ＝３〔「自身」はなくても可。〕
Ｂ＝４〔「弟子の」はなくても可。〕
Ｃ＝３〔「腐敗した政情を改める」なども可。文末が「～から。」となっていないものは減点１。〕
問４　Ａ左光鬥は拷問を受け無残な姿なのに、Ｂ腐敗した国家の将来を心配するＣ固い信念を持ち続けていたということ。（49字）
Ａ＝３〔「拷問に屈することなく」など同意可。〕
Ｂ＝３〔「国家」を「心配」していたという内容がなければ０。〕
Ｃ＝４〔「強固な決意」「固い意志」など同意可。〕	


【書き下し文】
左 (さ)公 (こう)の炮 (はう)烙 (らく)せられ、旦 (たん)夕 (せき)問１①且 (まさ)に死 (し)せんとするを聞 (き)けば、五 (ご)十 (じふ)金 (きん)を持 (ぢ)し、涕 (てい)泣 (きふ)して禁 (きん)卒 (そつ)に謀 (はか)るに、卒焉 (これ)に感 (かん)ず。一 (いち)日 (じつ)史 (し)をして敞 (しやう)衣 (い)に更 (か)へ、草 (ざう)履 (り)にて筐 (きやう)を背 (せ)に、長 (ちやう)鑱 (さん)を手 (て)にせしめ、除 (ぢよ)不 (ふ)潔 (けつ)者 (しや)と為 (な)す。引 (ひ)き入 (い)れて、微 (かす)かに左公の処 (ところ)を指 (さ)せば、則 (すなは)ち地 (ち)に席 (よ)り牆 (しやう)に倚 (よ)りて坐 (ざ)し、面 (めん)額 (がく)焦 (せう)爛 (らん)して弁 (べん)ずべからず。左 (ひだり)の膝 (ひざ)以 (い)下 (か)、筋 (きん)骨 (こつ)尽 (ことごと)く脱 (だつ)せり。史は前 (すす)み跪 (ひざまづ)き公の膝を抱 (だ)きて嗚 (を)咽 (えつ)す。公其 (そ)の声 (こゑ)を弁ずるも目 (め)は開 (ひら)くべからず、乃 (すなは)ち臂 (ひ)を奮 (ふる)ひて指 (ゆび)を以 (もつ)て眥 (まなじり)を撥 (ひら)くに、目の光 (ひかり)は炬 (かがりび)のごとく、怒 (いか)りて曰 (い)はく、「庸 (よう)奴 (ど)、此 (これ)何 (なん)の地 (ち)や、而 (しか)るに汝 (なんぢ)来 (きた)り前めり。国 (こつ)家 (か)の事 (こと)、糜 (び)爛 (らん)此 (ここ)に至 (いた)る。老 (らう)父 (ふ)問１②已 (や)んぬるかな、汝も復 (ま)た身 (み)を軽 (かろ)んじて大 (たい)義 (ぎ)に昧 (くら)く、天 (てん)下 (か)の事、誰 (たれ)か支 (し)拄 (ちう)すべき者 (もの)あらんや。速 (すみ)やかに去 (さ)らざれば、姦 (かん)人 (じん)の搆󠄁 (こう)陥 (かん)するを俟 (ま)つ無 (な)く、吾 (わ)れ今 (いま)即 (すなは)ち汝を撲 (ぼく)殺 (さつ)せん。」と。因 (よ)りて地 (ち)上 (じやう)の刑 (けい)械 (かい)を摸 (さぐ)りて、投 (とう)撃 (げき)の勢 (せい)を作 (な)す。史噤 (つぐ)みて敢 (あ)へて声を発 (はつ)せず、趨 (はし)りて出 (い)づ。後 (のち)常 (つね)に流 (りう)涕 (てい)して其の事を述 (の)べ、以て人 (ひと)に語 (かた)りて曰はく、「吾が師 (し)の肺 (はい)肝 (かん)は、皆 (み)な鉄 (てつ)石 (せき)の鋳 (ちう)造 (ざう)する所 (ところ)なり。」と。


【現代語訳】
　左公が火を用いた拷問を受け、今すぐにでも死のうとしていると聞くと、（史可法は）五十金を持ち、涙を流して泣きろうやの番人に企てをもちかけると、問２⒜番人はこれに心を動かされた。（そこで）ある日史（可法）にだぶだぶの粗末な衣服に着替えさせ、草履姿で竹製のかごを背負わせ、土を掘る道具を手に持たせて、清掃人夫とした。（ろうやに）引き入れて、かすかに左公の場所を指さすと、（左公は）地面と壁によりかかって座り、顔や額は焼けただれて見分けることができなかった。左の膝から下、筋骨はことごとくなくなっていた。史は（その）前に進み出て跪き（左）公の膝を抱いてむせび泣いた。公はその（史可法の）声を聞き分けたが目は開くことができず、そこで（史可法が）気力を奮って（腕を伸ばして）指でまなじりを開くと、（左公の）目の光はかがり火のようで、怒って言った、「愚か者め、問２⒝このろうやがどんな場所か（わかっているのか）、なのにおまえは（ここまで）進んで来た。国家の事は、腐敗の極みに達して今ここに至っている。老父（たる私）はこれまでだ、おまえもまた身を軽んじて大義がはっきりわかっておらず、天下のことについて、誰が土台を支えることができる者だろうか、いや誰もいない。速やかに去らなければ、邪な者が（おまえを）無実の罪に陥れるのを待つまでもなく、私が今すぐにおまえを殴り殺してやる。」と。そこで地面の上の刑罰の道具を手探りして、投げ撃つ姿勢をした。史（可法）は口を閉じて声を発しようとはせず、走って（ろうやの外へ）出た。後に常に涙を流してその事を述べ、そして人に語って言った、「私の先生の（心がある）肺や肝は、みな鉄や石で鋳造したようなものだった。」と。
